
シリーズ 第２回

小
田
急
相
模
原
駅
を
中
心
に
拡
が
る

自
治
会

松
南
自
治
会

会
長

黒
川

康
弘

松

南

自

治

会

は
、

小

田

急

相

模

原

駅

南

口

か

ら

東

海

大

学

付

属

相

模

中

学

校
・
高
等
学
校

辺
り
ま
で

の
松
が
枝
町
、

相
南

１
丁

目

の
一

部
及

び

相
南

４
丁

目

が
範
囲
の
地
域
で
す
。

世
帯

数
は

約

９
０

０
世

帯

と
さ

ほ
ど

大

き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
商
店
が
多
く
、

保
育
園
も
老
人
ホ
ー
ム
も
あ
り
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
地
域
で
す
。

自

治

会

の

活

動

は
、
恒

例

行

事

と

し

て
「

公

園

の

清

掃
」
「

焼

き

い

も

会
」

「
餅
つ
き
大
会
」
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
お
花
見

会
」
と

８

月

下

旬

に

開

催

し

て

い

る

最

大
の
イ
ベ
ン
ト
「
納
涼
盆
お
ど
り
大
会
」

で
す
。
こ
の
「
納
涼
盆
お
ど
り
大
会
」
は
、

役

員

を

中

心

に

会

員

の

方

々

と

の

協

力

・

共

同

の

手

作

り

の

イ

ベ

ン

ト

で
、

住

民

の

憩

い

の

場

で

あ

る
「
松

が

枝

公

園
」
で
開
催
す
る
こ
と
も
あ
り
、
年
々
大

変

な

賑

わ

い

と

な

っ

て

い

ま

す
。

他

に

も
、
自

治

会

館

に

お

い

て

生

活

の

一

助

に
と
定
期
的
に
「
ま
ち
か
ど
教
養
講
座
」

を

開

催

し

て
、

地

域

の

方

々

に

大

変

喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
南
交
番
と
連

絡

を

取

り

合

い
、
夜

間

も

安

心

し

て

通

行

で

き

る

よ

う

に

防

犯

灯

の

増

設
、
役

員
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
警
察
官
に

よ
る
深
夜
の
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
安
全
・
安

心
で

住
み

よ

い
ま

ち
を

築

く
た

め
の

活

動
を
し
て
い
ま
す
。

こ

れ

か

ら

も
、
自

治

会

の

魅

力

を

さ

ら

に

高

め
、
未

加

入

の

方

々

の

加

入

勧

誘

を

積

極

的

に

行

い
、
よ

り

親

し

み

の

あ
る

自
治

会

に
し

て
い

き

た
い

と
思

い

ま
す
。

“
緑
が
多
く
比
較
的
静
か
な
環
境
”

東
林
間
コ
ー
ポ
ラ
ス
マ
ン
シ
ョ
ン
自
治
会

会
長

齋
藤

良
幸

当

自
治

会

は
１

棟
だ

け

の
マ

ン
シ

ョ

ン
で
９
５
戸
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

敷

地
の

東

側
は

相
模

原

遊
歩

道
に

面

し
、
南

側

は

横

浜

水

道

み

ち

に

面

し

て

お

り

道

路

は
、

居

住

者

と

配

達

車

程

度

の
交
通
量
で
す
。
西
側
の
み
、
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
〜
行
幸
道
路
方
面
に
面
し
て

ま
す
。

エ

ン

ト

ラ

ン

ス

を

出

ま

す

と
、

目

の

前

が

散

歩

道

で

す

か

ら

中

央

区

方

面
、

大
和

市
方

面

へ
１

時
間

で

も
２

時
間

で

も

気

楽

に

ウ

ォ
ー
キ

ン

グ

に

出

か

け

ら

れ
る
立
地
環
境
で
す
。

さ

て

自

治

会

活

動

で

す

が
、
残

念

な

が
ら

当
マ

ン

シ
ョ

ン
に

は

集
会

室
が

有

り

ま

せ

ん

の

で
、
東

林

公

民

館

も

し

く

は

東

林

ふ

れ

あ

い

セ

ン

タ
ー
を

お

借

り

し

て

い

ま

す
。

両

方

と

も

徒

歩

５

分

程

度
で
す
。

年

間

行

事

と

し

て

は
、

敷

地

内

公

園

の
清
掃
を
年
２
回
、
避
難
訓
練
、
敬
老
の

日

お

祝

い
、
年

末

年

始

に

４

日

間

の

夜

間
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
他
地
域
と
同
様
、
居

住
者

の
高

齢

化
と

一
人

暮

ら
し

の
増

加

で
す
。

そ
の
対
策
の

一
つ
と
し

て
２
年
前
に
、

各
戸

の
玄

関

ド
ア

上
部

に

赤
色

ラ
ン

プ

と

ア

ラ
ー

ム

を

取

り

付

け

火

事

以

外

の

非

常

時

に

も

対

応
、

周

囲

が

事

故

発

生

の
部

屋
の

特

定
が

出
来

る

様
に

周
知

を

図
り
ま
し
た
。

今

後
も

更

な
る

対
策

と

活
動

を
続

け

て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

広
報
委
員
の
皆
様
７
月
か
ら
３
月

ま
で
の
９
ケ
月
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。
５
月
か
ら
は
新
し
い
委
員
に
て

運
営
さ
れ
ま
す
が
、
自
治
連
だ
よ
り

『
と
う
り
ん
』
の
創
刊
号
と
２
号
ま

で
の
発
行
が
出
来
た
事
は
委
員
皆
様

の
お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
広
報
部
の
発
展
を
期
待
し

ま
す
。

（
委
員
長

嘉
松

晧
）

地
域
情
報
紙
『
東
林
情
報
』
に
掲

載
依
頼
が
あ
っ
た
原
稿
が
掲
載
基
準

に
適
合
し
て
い
る
か
審
査
・
選
考
す

る
の
が
当
初
の
広
報
委
員
会
に
課
せ

ら
れ
た
責
務
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
市
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ

の
更
新

が
追
加
さ
れ
、
自
治
連
だ
よ
り
『
と

う
り
ん
』
の
発
刊
と
責
務
が
増
え
ま

し
た
。

（
中
澤

秀
樹
）

編
集
と
い
う
分
野
に
少
な
か
ら
ず

興
味
が
あ
り
広
報
委
員
を
受
け
ま
し

た

が
、

感

性

の

み

に

て

末

席

に

連

な
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
少
し
の
任
期

頑
張
り
ま
す
。

（
吉
武

早
苗
）

昨
年
１
１
月
に
５
４
年
ぶ
り
の
降

雪
で
厳
し
い
冬
を
想
定
、
早
々
に
ダ

ウ
ン
コ
ー
ト
を
準
備
し
た
が
、
未
だ

に
着
用
な
し
、
他
の
地
域
で
は
大
変

な
状
況
の
中
で
、
関
東
近
辺
の
み
暖

冬
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
ま
ま
春
に
・
・
・
。

（
齋
藤

良
幸
）

編
集
後
記

相
模
原
市
で
南
の
端
に
位
置
す
る

自
治
会

相
和
自
治
会

会
長

戸
﨑

憲
弘

当

相

和

自

治

会

は
、

相

模

原

市

の

南

の
端
に
有
り
、
南
自
治
会
、
林
間
自
治
会
、

相

模

カ

ン

ツ

リ
ー

倶

楽

部

と

大

和

市

と

の

市

境

道

路

に

囲

ま

れ

て

い

ま

す
。
世

帯

数

は

3
5
0

世

帯

で

東

林

地

区

と

し

て

６

番

目

の

世

帯

数

で

す
。
相

和

自

治

会
の

名
前

の
由

来
は

相
模

原
市

と
大
和

市

の

市

境

に

面

し

て

お

り
、
相

模

原

の

「
相
」
と
大
和
の
「
和
」
か
ら
「
相
和
」

と

し

た

そ

う

で

す
。
住

民

の

大

半

の

方

は

生

活

用

品

の

買

い

物

等

は
、
東

林

間

で
は

な
く

中
央

林
間

が
主

に
な

っ
て
い

ま
す
。
自
治
会
活
動
と
し
て
は
、
自
治
会

内
の
清
掃
、
餅
つ
き
大
会
、
防
災
訓
練
を

年
２

回
東

林
み

な
み

公
園

で
実

施
し
て

い
ま
す
。
自
治
会
館
を
利
用
し
て
、
各
種

講
習
会
、
講
演
会
等
の
開
催
、
会
員
に
よ

る
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る

高

齢

者

を

対

象

と

し

た
「
い

き

い

き

相

和

さ

ろ

ん
」
・

映

画

鑑

賞

等

を

毎

月

１
回
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

広

報

活

動

は
、

年

に

1
0

回

前

後

会

報
と
し
て
、
自
治
会
役
員
会
の
内
容
、
自

治
会
内
の
出
来
事
、
各
種
啓
発
記
事
、
東

林
地

区
の

各
行

事
等

を
記

載
し

発
行
し

て
い
ま
す
。

子

ど
も

会
は

廃
品

回
収

を
月

１
回
実

施

し

て

お

り
、
親

子

異

年

齢

の

交

流

の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

少

子

高

齢

化

が

増

々

進

む

中
、

暮

ら

す
も

の
ど

う
し

が
明

る
く

楽
し

く
安
全

で

安

心

に
、

末

永

く

暮

ら

せ

る

環

境

を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


